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株式会社ＩＬＡ（美竹清花さろん）
東京都渋谷区渋谷1-12-8  （〒150-0002）
☎ 03-6452-6711（平日9:00-18:00）
　 070-2168-8484 　（時間外可）
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世界に羽ばたく才能あふれる
トップアーティストが続 と々集結。

　大ホールのプラチナ席をしのぐ
“美竹清花さろんという楽器”の中で

味わう一期一会

　ヴィオラという神秘的で未知な楽器について
知り、愉しみ、癒されるためには、今回の安達真
理さんのコンサートほど最適な機会はちょっと見
当たらない。
　オーケストラではヴィオラの特性は、高音でリー
ドするヴァイオリンと、低音で豊かな広がりのある
響きを受け持つチェロの背後で、両者を調和さ
せ、補完する中間的な音域を担う。
 ソロ向きの楽器として扱われることは比較的少
ないが、各楽器間の調和を図り、ハーモニーを
醸し出すための決して欠かすことのできない重
要な連結ピンがヴィオラの使命だ。
　ヴィオラの音色（音域）は人の声に一番近い
といわれており、なぜか偉大な作曲家の多くは、
晩年になってヴィオラの曲を書いている。生きた
人の声に近い響きが、偉大な作曲家たちの晩
年の心境を表現するのに最適だからなのだろう。
　そんなヴィオラの演奏会として、安達真理さん
ほどふさわしい人も少ない。安達さんはオーケスト
ラでは小澤征爾やパーヴォ・ヤルヴィにヴィオラの
首席奏者として重用され、また学生時代からヨ
ーロッパや日本を中心としてソリストや室内楽で
も数多くの実績を積まれてきている。まさに、さまざ
まな場面で活躍するヴィオラのあらゆる魅力を知
り尽くしているヴィオラ奏者といえる。
　アロマを嗅ぎ分けるように安達さんご自身が選
りすぐってヴィオラの秘曲を集めたという今回の
コンサートは、少しでもヴィオラに関心をもつ人間
にとっては千載一遇のチャンスといえるだろう。

(vol.45)

安達真理（Adachi Mari ）Viola
　『彼女は堅実なテクニックと上質なヴィオラの音色をもって
おり、彼女の演奏はとても自然でオープン』(今井信子氏)
　４歳よりヴァイオリンを始め、桐朋学園大学在学中にヴィオ
ラに転向。卒業後、同大学研究生修了。ウィーン国立音楽
大学室内楽科を経て、ローザンヌ高等音楽院修士課程(
最高点)、ソリスト修士課程を修了。
　霧島国際音楽祭にて特別奨励賞、大阪国際音楽コン
クールアンサンブル部門第１位、ウィーン国立音楽大学国
際夏期アカデミーコンクールにてソリスト賞受賞。
　バーデン＝バーデン・フィルハーモニー、ローザンヌ室内管
弦楽団等と共演。小澤征爾氏率いる小澤征爾音楽塾日
中公演に首席として参加。ピエール・アモイヤル氏率いるカメ
ラータ・デ・ローザンヌとして欧州各地で公演。バンベルク交
響楽団にて客演首席、インスブルック交響楽団にて副首席
を務めた。現在パーヴォ・ヤルヴィ氏率いるエストニア・フェス
ティバル管弦楽団メンバー。そのほか、クァルテット・レストロ・ア
ルモニコ、Ensemble FOVEとしても精力的に活動している。
　2018年に深沢亮子氏とCD『Winterreise』をリリース。
ヴァイオリンを篠崎功子、ヴィオラを店村眞積、ジークフリード・
フューリンガー、ギラッド・カルニ、今井信子、室内楽をヨハネ
ス・マイスルの各氏に師事。
　テレビ朝日『題名のない音楽会』、NHK-FM『リサイタル・
ノヴァ』出演、朝日カルチャーセンターで講座を受け持つなど、
活動の幅を広げている。

入川 舜（Irikawa Shun）Piano
 
　静岡市出身。東京芸術大学音楽学部ピアノ科卒業、
同大学院研究科修了。パリ市立地方音楽院とパリ国立高
等音楽院修士課程でピアノ伴奏を学ぶ。
　高瀬健一郎、寺嶋陸也、辛島輝治、迫昭嘉、A・ジャコ
ブ、J－F・ヌーブルジェの各氏に師事。パリ・シャトレ座はじめ
フランス各地やスイスで演奏するほか、オーケストラとの共演、
室内楽、コンクールや講習会での演奏、録音など、活発な
活動を行っている。
 「静岡の名手たち」オーディションに合格。神戸新聞松方
ホール音楽賞、青山バロックザール賞(依田真宣(Vn)、内
田佳宏(Vc)両氏とのピアノトリオとして）を受賞。
日本人作曲家の作品を蘇らせたCD「日本のピアノ・ソナタ
選」をミッテンヴァルト社より発売、文化庁芸術祭参加作品
となる。
　2011年デビューリサイタルを開催。以後も、2015年のドビ
ュッシーのエチュード全曲など意欲的なプログラムでリサイタ
ルを行う。
　パリ市立地方音楽院でピアノ講師と伴奏員を務めた。現
在、 オペラシアターこんにゃく座のピアニストを務める。
　文化庁海外派遣研修員。Fondation Meyer および
ADAMI(フランス）の奨学生。

心の琴線に触れる  和み、安らぎ、沁みる、ヴィオラの秘曲たち──

安達真理ヴィオラリサイタル
2019年

11月23日（土）
開場17:30/開演18:00　入場料：会員3,500円/一般4,000円/学生2,000円（全席自由席）

Piano入川 舜

©山田翔

日本のトップクラスの若手演奏家が、

こだわり抜いた価値ある企画をお届けしていきます。

美竹清花さろんが追求する“本物の音楽”は、

演奏者と参加者とわたしたちの、

三位一体の努力と対話から生まれます。

大好評につき
サロン・メンバーズ
追加募集中！


